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IG Y以;1と， ift川，および，稚内でホイソスラの政in'l t3l.il!'li去の大変は次の;illりである内
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を*，trJて!こたが，既に 5{F以上経過し，その問，欽々の 叉'伝空中線系および前罰増111;語系は，ホイッスラ，お

ホイソスラの特性か砂jらかにされてだた，.~:~し，いわゆ よび， VLF II{fH:JI，一つのものを)l;JTJする、空rl1線系と

る VLF}/..(J} fの方は u 余り 'I~I然としたデーターかねら しては直交杓相前rl l線と丞凶:官 rl l 車i~を使用し，水平俄界

れていない、 磁気~::í\l立40 ' 以下の地点lこ民いて受伝にj戊 の l J，j成分と if~ll\了屯界との 3 テャシ1、 Jレとして1'21 rlr し，士~I

功したとli{1iニE出米るデーターは世界各日|においてぷ打線 ふ11!:~の)jI>[.，入I}i角，偏波の観測を可能ならしめる方

告されていない。 式とする可抗交外相空中級は王角増2阿巻とし， J.:jさ

宇宙明tnJの研究が;包むにつれて， これらの研究lと ir.:~ 43m，底辺60m，5 I叫における句似j高， 27cm，である。

な下側、りとなるホイソスラ，および， VLF欣J'Hの研究 ITe. il'P;: '11線は，15m，のハイプであるョこれらのボrll新!

も益々 r(~となり，当初f究所iとおいても此の)jl而の研究 系は観測ilii本体より 250m出iiれたと ζ ろに述，没されてお

を泣めるため， ffW 37"f，~より新しい (~I;門か目目立され り，雫 11線it'(r におかれたiJíJiî11Jt~巾照よりケ ープルによ

た、 って得入;，::~ tている ホイッスラのルーチ;/H測はffi虚

乙れらのJl'l({<.は殴μ*，jo.皮によって守しく到るので，F3 のときは維t"iのぷも少ない)j向を 1);んで行うが， 子II~UJ

*，í\!l[J也んの観測は特lζ 乱要であり ， ζ のためY;I~政省12波 仰のiftrl定を17うときは 3テャ ジネノレをそのまま FM鉱

研究所のlfE内電波誠iJllI所のー泌を{lPllして， [J 本におけ 白し，そのあとエンドレスで汚/1.し，順次指向性を向転

る ltI高の純度の観測をt.~I}てきた 内 然し， n次， rlJi初出 してその/パなを見出す方式とする。 ζ のためo~IOkcま
のjJLÆ~にともなって人家に取りかこまれ，人工統計 νべ で!mifの 3テ守 γふノレ FMift:i'機を使用する今ホイッ

Jレが上Hし，ホイ ソスラの制測が悶HIとなって来た。 スラの観測時間は従米通り，句作， 20-22分，50-52分

ス，一万，ホイッスラよりさらに弱いも』りである VLF の30分毎 2分間である内

J1{引を交じrるにはlltJ々 は令く不適正iである内乙のたν VLF WHの)jは第一段階として 5kcの強度，偏波

IIn自J36{fl[機関研究で認ちられた VLF}/，{IHの鋭測はlffi を伺測する 上nG3テ守ツネルの出力をそれぞれ別問に

内で行うがが出ネず，乙れlこかわる側担'1;必地を選定する 5 kc Iと同調した1刻iF域受{，;告書で泊rtJしたのち.Q小例検

必要にせまられた.従って，昨夏，北海道北hll

の人 仁科ftiの宍測を行い，北海道大学の協力を

件て， IfiJ人;ヴ:J2学，-;jí~rHIimi位以1-'nJ;内にその制

測;ijJ山を見出した内そのJ，l所は，北海道雨([1~1~ 

幌加内町下母7・里 C44020'N，142015'E)であ

るが，そこ l1:u誕il!lIJ，r，J山そJtけるため，11日T1136，

37年l交において，ポ[11線，および，lJWI寸の工

事を行っており， Ifllrr137年11nに完成の f定で

ある、そして稚内では;"q次観測因時となって毛

fニホイッスラのJレーテシ脱出'1を11JJ16 11 より I~~

子illHii111所lζ移し，他)j， VLF放引の)jは，

観測淡町の持;付~~~笠が:，(; r次江j)レーテγ以部'I~

行う予定であるが，多分， 12刀中旬iより開始す

るζ とが出来るであろう内
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波lζよりその出力をペシ1ちさ記録する命ス，それらを偏 この VLFhlcfHの鋭混1Iが成功すれは，今後，観測1I阿

波によってお但りとノt創りに分前して，それぞれの出ブj 波数をndl次増していく予定であるつ

をも同時に紀f止する -)j ， 指向性を10~30分間に l 同 母子.'l!tll測所は人工純白が比較的少ないが，尚，Jt泌

転して，その強度をも記泌する，Jl!に，人工総d'との弁 .iu特有の有線l政送妨害が存在し，その妨害除去は，117Hn 

別，および，VLF J/{l}j"の強度スペク トノレを見るため， 37年度減関研究として併行して行わ礼ているが，早急に

1 kc-30kcのスペク トルの平均イl作，および，故小偵を 脱却1I休11illを'!主制jiし，ルーチン観測に入ることを念願して

同時に自動記Ndる 乙れら VLF放射の観測!はすべて いる。 (昭和37年10刀31円〉

jf続記録である。




